
中学校技術・家庭（技術分野）

１ 教育課程の改善のポイント

○技術分野としての「ものづくり」を重視する。

○技術を適切に評価し活用できる能力と実践的な態度の育成を重視する。

２ 全面実施に向けて取組が求められること

(1) 移行措置の確実な実施

ア 新１年生は新学習指導要領に対応した年間指導計画で実施しましょう。

・以下の３つのポイントをふまえて、新１年生の最初の授業で、ガイダンス的な内容として

Ａ(1)の項目を設定しましょう。

＜ガイダンス的な内容を計画するうえでの３つのポイント＞

ポイント１

技術の発達が，人間が行う作業の軽減，能率や生産性の向上，自動化の実現とともに，生

活や産業などの変化をもたらしてきたことについて考えさせ，これらの変化の様子から技術

が果たしている役割について関心をもたせるよう指導する。

ポイント２

伝統的な製品や建築物などに見られる緻密な加工や仕上げの技術など，我が国の生活や産

業にかかわるものづくりの技術を取り上げ，これらが我が国の文化や伝統を支えてきたこと

についても気付かせるよう指導する。

ポイント３

材料と加工に関する技術，エネルギー変換に関する技術，生物育成に関する技術及び情報

に関する技術について，３学年間の学習の見通しをもたせた指導となるよう配慮する。

・ガイダンス的な内容を受けて、ＡＢＣＤ内容が相互に関連するように題材を設定していき

ましょう。

(2) 適切な年間指導計画と題材構成の工夫

ア 以下の手順を参考に、３年間を見通した年間指導計画を作成しましょう。【資料１】

＜年間指導計画作成の手順＞

手順１ 技術分野のねらいを踏まえ、地域や学校及び生徒の実態に応じて、技術分野で

はぐくみたい生徒の姿を明確にする。

手順２ ３年間の目標や指導内容の大まかな流れ（ストーリー）を考える。

手順３ その流れにそって、３年間の題材を決める。

・生徒の学習経験等の事態を把握し、年間指導計画を作成しましょう。

新教育課程編成・実施に向けての参考資料



・Ａ～Ｄの各内容の時数配当は、アイウ…で示された指導事項の数が一つの目安になり

ます。

・新学習指導要領で示す各項目及び各項目の事項が関連を図り、総合的に展開されるよ

うに適切な題材を設定しましょう。

イ 技術分野としての「ものづくり」を重視して題材を設定しましょう。

・技術としての「ものづくり」は、基礎的・基本的な知識及び技術を習得することだけで

なく、工夫し創造する能力をはぐくむことを目的にしています。作品の中に生徒の工夫

が取り入れられる内容にしていきましょう。

ウ 技術を適切に評価し活用できる能力と実践的な態度の育成を重視しましょう。

・生活と技術とのかかわりについて、確かな理解ができるように工夫し、技術を適切に評

価し活用できる能力と実践的な態度の育成を進めていきましょう。

エ 新学習指導要領で必修になる内容について、教材研究や教育環境の整備を進めておきま

しょう。

・現行指導要領では選択がありましたが、新学習指導要領では、すべての内容が必修にな

ります。

＜新学習指導要領から必修になる内容＞

「エネルギー変換」 「生物育成」 「ディジタル作品の設計製作」

「プログラムによる計測制御」

・新学習指導要領の内容で授業を実施するにあたり、新たに工具や機械、ソフトウェア等

の準備が必要な場合があります。現状の各学校の教育環境を把握し、不足している物を

補充、新規購入するなどして教育環境の整備を計画的に進めておきましょう。

オ 新学習指導要領ではすべてが必修になります。小学校の図画工作などの学習を踏まえて、

中学校の理科などの他教科等との関連を明確にし、年間指導計画を作成しましょう。

・時数も少ない教科なので、小学校の学習を踏まえ、他教科との関連を明確にして、技術

分野の時間としてやるべきことを明確にしていきましょう。 【資料２】

＜例「材料と加工に関す技術」と図画工作との関連する内容＞

Ａ 表現 材料や場所などを基に造形遊びをする活動

ウ 材料や用具の経験や技能を生かしてつくる。

・道徳との関連を明確に意識していきましょう。

カ 技術分野の中での言語活動の充実に配慮しましょう。 【資料３】

・実習等の結果を整理し、考察するといった学習活動を充実させていきましょう。

・頭の中のイメージを第三角法で構想図に表現したり、プログラムの手順をフローチャート

で表現するなどの活動を取り入れていきましょう。

新教育課程編成・実施に向けての参考資料



【参考資料】

○【資料１】ＰＤＦ年間指導計画例（群馬大学教育学部附属中学校）

○【資料２】ＰＤＦ小学校、他教科との関連一覧表

○【資料３】学力向上のための授業改善のヒント集 中学校編２ 「言語活動の充実」

（埼玉県教育委員会 平成 21 年 12 月）

新教育課程編成・実施に向けての参考資料

http://www.pref.saitama.lg.jp/A20/BP00/hinto/data-h21tyuugakkou/d.pdf
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<技術・家庭科(技術分野)第3学年年間指導計画試案>

月� l単 題 材�  目標�  主な学習活動 題材で習得させる -活用させるていくための手だて(視点・発問含む) 具体の評価規準

フE [教材・指導の工夫】 知識・技能等 O配慮事項 [評価の観点l
[~.~，~ :重視する技能】 [事活用する知識や技能等1[時 今後活用される場面】 (評価方法) 

0学友会ポスター 	 Oディジタノレ作品の制

の制作� ⑦ 	 作を通して、情報モ
ラノレを身に付け、メ
ディアの特徴と利用
方法を知り、多様な
メディアを複合し、
表現や発信ができる
とともに、目的に応
じたディジタノレ作品
の設計を工夫するこ
とができる。

評 価� 

規 準� 

0著作権や発信した情報に対する責任を知 0情報通信ネットワーク .情報通信ネットワーク上のノレーノレやマナーの道守、人権侵害の防止等を取り上

り、情報モラノレについて考える。 を安全に利用するため げることで、情報に関する技術の利用場面に応じての能力を身に付けさせる。
[提示教材・ワークシート】 の理解� [←安全に情報を利用するための基本的な仕組み1[→メディアの表現や発信・

0メディアの特徴と利用法を知り、制作品 0情報モラノレに関する知 技術の適切な評価II 
を設計する。� I提示教材1 識� 0作品全体の構造やアイディアスケッチ、制作工程表などを用いて、自分の考え

Oディジタノレ作品の素材を収集する。� Oメディアの特徴と利用 を整理する。� 
0多様なメディアを複合し、表現や発信を 法についての知識� 0肖像権や著作権などの許諾の必要な情報については、配慮できるようにする 0

行う。� O目的に応じて多様なメ .デジタノレカメラやイメージスキャナなどの周辺機器を利用し情報をディジタノレ
0制作品を発表しあい、自己評価、相互評 ディアを複合する技能 化する操作活動をくり返し行うことによって、マルチメディア情報技術を向上
価する。[ワークシート】 する。� I←文字、音声などのディジタノレ化】� 

0'<"ノレチメディアと画像や文字情報だけのメディアを比較し、マルチメディアの
有効な活用法を考えられるようにする。� 

Oアニメーション機能や特殊文字の機能を活用することによって、生徒の工夫す
る力を高められるようにする。

.情報を発信する場面を考えさせることで、著作権の配慮や個人のプライパシー
侵害について考えられるようにする。� I←卓上名刺フォルダの製作1 

O完成した作品について、小グループで話し合わせ、著作権等を配慮しているか、
表現や発信した内容が伝わったかなどの視点から評価し、改善する。

10著作権等の情報モラルに関心をもち、意欲的にディジタノレ作品を制作しようとしている。[生活や技術への関心・意欲・態度】� 
0著作権等を配慮し、目的に応じて多様なメディアを複合しようとしている。[生活を工夫し創造する能力】� 
0多様なメディアを複合し、ディジタノレ作品を制作することができる。[生活の技術】

10情報モラルやメディアの特徴と利用方法を理解している。� I生活や技術についての知識・理解】� 

0著作権等の情報モラノレについて考え

ょうとしてし、るc 

I関】(ワークシート・観察)� 
O情報処理の仕組みゃ情報モラルにつ
いて理解している。

[知】(ワークシート) 
0作品に必要な情報を収集し、ディジ

タノレ11三品を制作2しようとしてし、る。� 
I関】(ワークシート・観察)� 

O著作権や肖像権を配慮して、多様な
メディアを工夫して複合しようとし
ている。[工】(作品)�  
O多様なメディアを複合し、ディジタ
ノレ作品を制作することができる。� 

I技1(作品) 
Oメディアの特徴と利用方法を理解し

ている。[知】(ワークシート)� 

Oロボットの制御� Oコンピュータを用い Oコンピュータを利用した計測・制御の基 10計担.~・制御システムの

③ た計測・制御の基本 本的な仕組みを知る。� 1 知識� 
的な仕組みを知り、 O情報処理の手順を考え、簡単なプログラ� 10情報処理の手順に闘す
簡単なプログラムを ムを作成する。� 1 る知識
作成し、ロボットを
制御することができ
る。� 

。コンピュータによって環境の状況を計測し、機器の動きを制御している身の回

りの機器を取り上げることで、プログラムやインターフェイスの役割を理解で
きるようにする。[→技術の適切な評価1 

0プログラムの作成では、日本語で命令できる� LOGOを扱う。� 
0実際にプログラムの作成活動を多く取り入れることで、プログラムに関する基
礎的な知識と技能を身に付けられるようにする。� 

0教室内� LANを使って、サンプノレデータを配付することで、プログラムの構造
を理解できるようにする。� 

0フローチャートを適切に活用し、自分の考えを整理させる。

評 価� 10コンピュータを用いての計測・制御に関心をもち、簡単なプログラムを作成しようとしている。� I生活や技術への関心・意欲・態度l 
0課題を解決するために、プログラムの基本的な構造を考えようとしている。� I生活を工夫し創造する能力】� 
O基本的な命令語を使ってプログラムを作成することができる。[生活の技術】

規 準� 10基礎的なプログラムの命令語を理解することができる。� I生活や技術についての知識・理解】� 

0情報に関する技� 10社会や環境とのかか� 10情報に関する技術が社会や環境に果たし� 10情報に閲する技術を適

術の適切な評価| わりから、情報に関| ている役割と影響について考える。� 1 切に評価し活用する能� 
2 1 .5 する技術を適切に評提示教材 力

価し活用する能力と
態度を身に付けるこ
とができる。� 

-題材「情報通信ネットワークと情報モラノレ情報モラノレの習得」・『学友会ポスタ

ーの制作Jr簡単なプログラムの制作」の学習で身に付けた知識や技術を基に、
情報通信ネットワークを利用する利点、を考えたり、生活の中で利用されている
コンピュータ制御の利用方法について考えたりして、情報に関する技術が果た
している役割について理解できるようにする。� I←題材「情報通信ネットワー
クと情報モラノレ情報モラノレの習得」・「学友会ポスターの制作J r簡単なプログ
ラムの制作jで身に付けた知識・技術】

0インターネットやこれまでのワークシートを基に、情報に関する技術について
レポートにまとめることができるようにするの

Oロボット制御のためのプログラムを

作成しようとしている。� 
I関】(観察・ワークシート)� 

O目的の動きができるように、プログ
ラムを工夫している。� 

I工1(ワークシート) 
O基本的な命令語を使ってプログラム

を作成することができる。� 
I技】(ワ クシート・作品)� 

O基礎的なプログラムの命令語を理解
することができる。� 

I知】(ワークシート)� 

0インターネットを利用して情報に関

する技術が果たしている役割につい
て調べようとしている。

[関】(ワークシート・観察) 
O情報通信ネットワークを利用する利

点を視点を基に考えようとしている。� 
I工】(観察)� 

O情報に関する技術が社会の中で呆た
している役割をレポートにまとめる
ことができる。[技】(レポート)� 

O収集した情報から、情報に閲するす
る技術が果たしている役割について
理解している。� I知】(ワークシート)

評 価� 10インターネットを利用して情報に関する技術が果たしている役割について調べようとしている。[生活や技術への関心・意欲・態度】
。情報通信ネットワークを利用する利点、を視点、を基に考えようとしている。[生活を工夫し創造する能力】� 
0情報に関する技術が社会の中で果たしている役割をレポートにまとめることができる。� I生活の技術】

規 準� 10収集した情報から、情報に関するする技術が果たしている役割について理解している。

【資料１】
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小学校及び中学校他教科との学習指導要領における関連一覧

Ａ 材料と加工に関する技術

小学校との関連 中学校他教科との関連

算 【第３学年】 数 【第１学年】

二等辺三角形、正三角形、円について、定規やコ 空間図形を直線や平

数 ンパスによる作図を指導する。 学 面図形の運動によって

【第４学年】 構成されるものととら

平行四辺形、ひし形、台形などの四角形を、定規 えたり、空間図形を平

やコンパスを使って作図することを指導する。 面上に表現して平面上

【第５学年】 の表現から空間図形の

角柱、円柱の見取図や展開図を書くことを指導す 性質を読み取ったりす

る。底面、側面という用語についても指導する。 ること。

生 身近な自然を利用したり、身近にある物を使った 美 【第１学年】

活 りなどして、遊びや遊びに使う物を工夫してつくり、 用途や機能、使用す

科 そのおもしろさや自然の不思議さに気付き、みんな 術 る者の気持ち、材料な

で遊びを楽しむことができるようにする。 どから美しさなどを考

え、表現の構想を練る

図 内容の取り扱いに、各学年で取り扱う材料や用具 こと。材料や用具の特

を、手などを十分に働かせるなどの指導の配慮事項 性などから制作の順序

画 とともに示す。材料や用具については、次の通り取 などを考えながら、見

り扱うこととし、必要に応じて、該当学年より前の 通しをもって表現する

工 学年において初歩的な形で取り上げたり、その後の こと。

学年で繰り返し取り上げたりすること。 【第２・３学年】

作 【第１学年および第２学年】 材料や用具の特性な

土、粘土、木、紙、クレヨン、パス、はさみ、の どから制作の順序など

り、簡単な小刀類など身近で使いやすいものを用い を考えながら、見通し

ることとし、児童がこれらに十分に慣れることがで をもって表現するこ

きるようにすること。 と。

【第３学年および第４学年】

木切れ、板材、釘、水彩絵の具、小刀、使いやす

いのこぎり、金づちなどを用いることとし、児童が

これらを適切に扱うことができるようにすること。

【第５学年および第６学年】

針金、糸のこぎりなどを用いることとし、児童が

表現方法に応じてこれらを活用できるようにするこ

と。

【資料２】
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Ｂ エネルギー変換に関する技術

小学校との関連 中学校他教科との関連

理 【第３学年】 理 【第２学年】
乾電池に豆電球などをつな 回路と電流・電圧

科 ぎ、電気を通すつなぎ方や電気 科 回路をつくり、回路の電流や電圧を測定
を通す物を調べ、電気の回路に する実験を行い、回路の各点を流れる電流
ついての考えをもつことができ や各部に加わる電圧についての規則性を見
るようにする。 いだすこと。
【第４学年】 電流・電圧と抵抗

乾電池の数やつなげ方を変え 金属線に加わる電圧と電流を測定する実
ると、豆電球の明るさやモータ 験を行い、電圧と電流の関係を見出すとと
ーの回り方が変わること。光電 もに、金属線には電気抵抗があることを見
池を使ってモーターを回すこと いだすこと。
などができること。指導に当た 電気とそのエネルギー
っては、2 種類以上のものづく 電流によって熱や光などを発生させる実
りを行うものとする。 験を行い、電流から熱や光などが取り出せ
【第５学年】 ること及び電力の違いによって発生する熱

電流の流れているコイルは、 や光などの量に違いがあることを見いだす
鉄心を磁化する働きがあり、電 こと。
流の向きが変わると、電磁石の 電流がつくる磁界
極が変わること。電磁石の強さ 磁石や電流による磁界の観察を行い、磁
は、電流の強さや導線の巻数に 界を磁力線で表すことを理解するととも
よって変わること。指導に当た に、コイルの回りに磁界ができることを知
っては、2 種類以上のものづく ること。
りを行うものとする。 磁界中の電流が受ける力
【第６学年】 磁石とコイルを用いた実験を行い、磁界

手回し発電機などを使い、電 中のコイルに電流を流すと力が働くことを
気の利用の仕方を調べ、電気の 見いだすこと。
性質や働きについての考えをも 電磁誘導と発電
つことができるようにする。電 磁石とコイルを用いた実験を行い、コイ
気は、作り出したり蓄えたりす ルや磁石を動かすことにより電流が得られ
ることができること。 ることを見いだすとともに、直流と交流の
電気は、光、音、熱などに変え 違いを理解すること。
ることができること。電熱線の 【第３学年】
発電は、その太さによって変わ 様々なエネルギーとその変換
ること。実の回りには、電気の エネルギーに関する観察、実験を通して、
性質やはたらきを利用した道具 日常生活や社会では様々なエネルギーの変
があること。指導に当たっては、 換を利用していることを理解すること。
2 種類以上のものづくりを行う エネルギー資源
ものとする。 人間は、水力、火力、原子力などからエ

てこを使い、力の加わる位置 ネルギーを得ていることを知るとともに、
や大きさを変えて、てこのしく エネルギーの有効利用が大切であることを
みやはたらきを調べ、てこの規 認識すること。
則性についての考えをもつこと 科学技術の発展
ができるようにする。指導に当 科学技術の発展の過程を知るとともに、
たっては、2 種類以上のものづ 科学技術が人間の生活を豊かで便利にして
くりを行うものとする、 きたことを認識すること。

自然環境の保全と科学技術の利用
図 【第 5 学年・第 6 学年】 自然環境の保全と科学技術の利用の在り
画 おもしろい動きをつくり出す 方について科学的に考慮し、持続可能な社
工 ために、重さやバランス、クラ 会をつくることが重要であることを認識す
作 ンク、モーターなどを組み合わ ること。

せて表すなども考えられる。

【資料２】
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Ｃ 生物育成に関する技術

小学校との関連 中学校他教科との関連

生 動物を飼ったり植物を育てた 理 【第 1 学年】
りして、それらの育つ場所、変 花のつくり働き

活 化や成長の様子に関心をもち、 科 色々な植物の花のつくりの観察を行い、
また、それらは生命をもってい その観察記録に基づいて、花のつくりの基

科 ることや成長していることに気 本的な特徴を見いだすとともに、それらを
付き、生き物への親しみをもち、 花の働きと関連付けてとらえること。
大切にすることができるように 葉・茎・根のつくりと働き
する。 いろいろな植物の葉、茎、根のつくりの

観察を行い、その観察記録に基づいて、葉、
理 【第 3 学年】 茎、根のつくりの基本的な特徴を見いだす

植物の育ち方には一定の順序 とともに、それらを光合成、呼吸、蒸散に
科 があり、その体は根、茎及び葉 関する実験結果と関連付けてとらえるこ

からできていること。「植物の と。
育ち方」については、夏生一年 種子植物の仲間
生の双子葉植物を扱うこと。 花や葉、茎、根の観察記録に基づいて、

生物は、その周辺の環境とか それらを相互に関連付けて考察し、植物が
かわって生きていること。 体のつくりの特徴に基づいて分類できるこ
【第 4 学年】 とを見いだすとともに、植物の種類を知る

動物の活動は、暖かい季節、 方法を身に付けること。
寒い季節などによって違いがあ 種子をつくらない植物の仲間
ること。植物の成長は、暖かい シダ植物やコケ植物の観察を行い、これ
季節、寒い季節などによって違 らと種子植物の違いを知ること。
いがあること。 【第 2 学年】
【第 5 学年】 脊椎動物の仲間

植物を育て、植物の発芽、成 脊椎動物の観察記録に基づいて、体のつ
長及び結実の様子を調べ、植物 くりや子の生まれ方などの特徴を比較し、
の発芽、成長及び結実とその条 整理し、脊椎動物が幾つかの仲間に分類で
件についての考えをもつことが きることを見いだすこと。
できるようにする。魚を育てた 無脊椎動物の仲間
り人の発生についての資料を活 無脊椎動物の観察などを行い、その観察
用したりして、卵の変化の様子 記録に基づいて、それらの動物の特徴を見
や水中の小さな生物を調べ、動 いだすこと。
物の発生や成長についての考え 【第 3 学年】
をもつことができるようにす 細胞分裂と生物の成長
る。 体細胞分裂の監察を行い、その過程を確
【第 6 学年】 かめるとともに、細胞の分裂を生物の成長

植物の葉に日光があたるとデ と関連付けてとらえること。
ンプンができること。根、茎及 生物の殖え方
び葉には、水の通り道があり、 身近な生物の殖え方を観察し、有性生殖
根から吸い上げられた水は主に と無性生殖の特徴を見いだすとともに、生
葉から蒸散していること。 物が殖えていくときに親の形質が子に伝わ

動物や植物の生活を観察した ることを見いだすこと。
り、資料を活用したりして調べ、 遺伝の規則性と遺伝子
生物と環境とのかかわりについ 交配実験の結果などに基づいて、親の形
ての考えをもつことができるよ 質が子に伝わるときの規則性を見いだすこ
うにする。 と。

自然環境の保全と科学技術の利用
自然環境の保全と科学技術の利用の在り

方について科学的に考察し、持続可能な社
会をつくることが重要であることを認識す
ること。

【資料２】
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Ｄ 情報に関する技術

小学校との関連 中学校他教科等との関連

総 情報教育の充実、コンピュータ等や教材・教具の活用 総 教科等の指導に当

各教科等の指導に当たっては、児童がコンピュータ たっては、生徒が情

則 や情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し 則 報モラルを身に付

み、コンピュータで文字を入力するなどの基本的な操 け、コンピュータや

作や情報モラルを身に付け、適切に活用できるように 情報通信ネットワー

するための学習活動を充実するとともに、これらの情 クなどの情報手段を

報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具 適切かつ主体的、積

の適切な活用を図ること。 極的に活用できるよ

うにするための学習

国 ローマ字の指導については、情報機器の活用や他の 活動を充実するとと

学習活動等との関連を考慮し、従前の第 4 学年から第 もに、これらの情報

語 3 学年に移行。 手段に加え視聴覚教

材や教育機器などの

社 【第 5 学年】 教材・教具の適切な

我が国の情報産業や情報化した社会の様子につい 活用を図ること。

会 て、次のことを調査したり資料を活用したりして調べ、

情報化の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼしてい

ることや情報の有効な活用が大切であることを考える

ようにする。

【資料２】




